
講座
番号

講座名 概要 担当講師 開催地 時間数 期間 主な受講対象者
受講定員

（最少開催人数）

1
英語学，英語文学，英
語教育の理論と実践

　本講座は，英語教育の背景となる基礎理論を学び，実践への応用を図ることを目的とす
る。具体的な指導法を考察するにあたり，次の各項目を中心とした講義及び実習を行う。
１）言語と思考と文化の関係を論じる言語理論，２）英語文学の言語的特徴を踏まえた読
解指導，３）文化・社会・歴史的背景の中で読む英文学，４）「ジャンル・アプローチ」を用い
たライティングと言語教授法

高橋　渡（人間文化学部教授）
西原貴之（人間文化学部准教授）
スティーブン・ルイス・ローゼン（人間
文化学部准教授）
ロナルド・スチュワート（生命環境学
部准教授）

広島キャンパス 12時間
平成23年8月11日
～
平成23年8月12日

中学校・高等学
校英語科教諭

30人
（5人）

2
古典教育に活かす中国
文学及び日本語・日本
文学研究の成果

　伝統的な言語文化の理解に重点を置く新学習指導要領の特色を踏まえ、日本における
古典知の形成と展開について考える。日中双方の視点でその本質と魅力を講じる「中国
文学」、仮名遣いや和文の成立など平仮名をめぐる諸問題を考察する「日本語学」、古典
文学の特質と展開を和歌・物語・謡曲などを視点として講じる「日本文学」の３領域で構成
し、日本の言語文化についての理解を深めることをめざす。

柳川順子（人間文化学部教授）
菅原範夫（人間文化学部教授）
石川一（人間文化学部教授）
西本寮子（人間文化学部教授）
樹下文隆（人間文化学部教授）

広島キャンパス 12時間
平成23年7月23日
～
平成23年7月24日

中学校・高等学
校国語科教諭

20人
（3人）

3
日本史（歴史）教育に地
域史研究の成果をどう
活かすか(その1）

　身近な地域の歴史や文化遺産の学習を通して歴史への関心を高めることを求めている
学習指導要領に対応するため、広島県地域を対象とする最新の研究成果（戦国大名毛
利氏を中心とする地域史研究）を紹介しながら、新たな知見を日本史（社会）の授業の展
開にどのように活かしていくのかを考える。

秋山　伸隆（人間文化学部教授） 広島キャンパス 6時間 平成23年7月23日
中学校社会科・
高等学校地歴科

教諭

20人
（3人）

4
日本史（歴史）教育に地
域史研究の成果をどう
活かすか（その2）

　身近な地域の歴史や文化遺産の学習を通して歴史への関心を高めることを求めている
学習指導要領に対応するため、広島県地域を対象とする最新の研究成果（厳島神社を中
心とする地域文化史研究）を紹介しながら、新たな知見を日本史（社会）の授業の展開に
どのように活かしていくのかを考える。

松井　輝昭（人間文化学部教授） 広島キャンパス 6時間 平成23年7月24日
中学校社会科・
高等学校地歴科

教諭

20人
（3人）

5
健やかな心身の育成指
導の充実に関する講習

　本講座は、「体力の向上」と「食育の充実」を中心として健康的な生活習慣の形成に重点
を置く学習指導要領の特色を踏まえ、健康的な生活習慣形成を考える際の基礎的理解を
深めることを目的とする。健康の維持・増進に深く関わる「運動」「食」「発達」をテーマに、
その最新の科学的知見について講じる。

中瀬古　哲（人間文化学部教授）
三浦　朗（人間文化学部教授）
杉山　寿美（人間文化学部准教授）

広島キャンパス 6時間 平成23年7月16日 全教員
30人
（5人）

6
農業問題の理解と今後
の農業教育

　現在、農業にかかわる諸問題が話題になってきており、これらの問題を今後の農業教育
にどのように生かしていくかが問われている。そこで、本講習会では植物の持つ機能や最
近の遺伝子組換え技術などのあり方、また作物栽培と地域特産品の開発を通した地域活
動、さらには農業生産の担い手育成とビジネス推進にかかわる現状と課題などを一緒に
考え、今後の農業教育に係る事項についての理解を促す。

新美　善行(生命環境学部教授)
猪谷　富雄(生命環境学部教授)
黒木　英二(生命環境学部教授)

庄原キャンパス 6時間 平成23年8月11日
高等学校農業科
教諭

30人
（5人）

7
環境問題の理解と理科
教育

　近年、様々な環境問題が注目を集めると共に社会生活を含む人間活動の在り方が問わ
れている。即ち、環境問題は、これからの人の生き方を左右する事柄であると言えるが、
その問題点を正しく理解するためには、科学リテラシーの醸成が必須である。
本講習では、最新の環境問題を通して理科的知識習得の必要性についての理解を促
す。

江頭　直義（生命環境学部教授）
五味　正志（生命環境学部教授）
西村　和之（生命環境学部教授）

庄原キャンパス 6時間 平成23年8月11日
中学校・高等学
校理科教諭

30人
（3人）

8
特別支援教育講座A－
広汎性発達障害・ADHD
等の理解と支援

　学習障害児（LD）、注意欠陥多動性障害（ADHD）、高機能自閉症等の発達障害児に対
する適切な指導が教育現場に求められている。この講座では、医師、作業療法士、言語
聴覚士の資格を有する教員により、発達障害児の行動や情緒、コミュニケーション、学習
上の問題を最新の医学的知見から理解し、その具体的な指導法について教授する。

林　優子（保健福祉学部教授）
土田　玲子（保健福祉学部教授）
細川　淳嗣（保健福祉学部助教）
堀江　真由美（保健福祉学部助教）

三原キャンパス 6時間 平成23年8月18日 全教員
100人
（3人）

9
特別支援教育講座B－
知的障害・肢体不自由
等の理解と支援

　本講座では、医師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士等の資格を有する教員が、
知的障害・肢体不自由等に対する最新の医学的知識や姿勢・運動、コミュニケーション、
不適応行動への支援等について具体的に教授する。

林　優子（保健福祉学部教授）
玉井　ふみ（保健福祉学部教授）
土田　玲子（保健福祉学部教授）
島谷　康司（保健福祉学部講師）

三原キャンパス 6時間 平成23年8月19日
特別支援学校の
教諭・養護教諭

50人
（3人）

10
学校現場に活かす社会
的スキル訓練（ＳＳＴ）の
考え方と実践技術

  学級経営の成否は、教師が生徒や保護者との人間関係をいかに形成するかにかかって
いる。こうした問題を改善する一つの方途として、相手を理解し、自分の考えを適切に相
手に伝えて、対人関係を良好にする技術である社会的スキル訓練(SST)が注目されてい
る。ＳＳＴを学校教育にいかに活用・実践していくか、先行事例や心理相談技術等を検討
しながら、そのポイントを学ぶとともに、教師自身の社会的スキル向上のためのコツを会
得する。

中谷　隆（保健福祉学部教授）
勝見　吉彰（保健福祉学部准教授）
細羽　竜也（保健福祉学部准教授）
山崎　和子（保健福祉学部准教授）

広島キャンパス 6時間 平成　23年8月22日 全教員
40人
（5人）

平成23年度　県立広島大学教員免許状更新講習・講座一覧
【選択】


